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は，凍融のくりかえし血清では，凍結保存の血清の測定

値土2SDを基準とした場合，凍融の回数はIRI，　CPR

の20回からT3Uの50回の間にあった．また，土1SD

を基準とした場合はAFPの6回からT3Uの33回の
間であった．室温保存の血清では，IR1，　CPRの7日か

ら，フェリチンの224日間であった．

　このように凍融を相当回数くりかえしても，また，室

温保存のように腐敗した血清でも，比較的安定な原因と

して考えられることは，①RIAは免疫学的radicalを

とらえて物質の量としている，②プール血清の作成は，

凍結融解を数回以上くりかえし，血清をいためつけてか

ら作る，③アルブミン領域の安定性が高い，などがあげ

られる．

31・ヒトC末端およびN末端PTHのRadioimmuno－

　　assay
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　PTHは血中では生物学的活性をもつN末端と，もた

ないC末端に分かれて存在する．今回，それぞれの断片

に特異的なRIA系を確立し，臨床的有用性を検討した．

N末端の測定はヒト（1－34）PTHを用いた系にて行い，

C末端の測定はヒト（65－84）PTH（standard），抗ウシ

（1－84）PTH抗血清（抗体）と1251－tyr－（65－84）PTH（tra一
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cer）を使用した系にて行った．　sensitivityはそれぞれ

150および160P9／mlであり，正常値はそれぞれ400

および500pg／mt以下に分布した．正常者とprim．　hy－

perparathyroid．とのoverlapは，　N末端assayでは65

％，C末端assayでは21％に認められた．したがって，

Prim・hyperparathyriod・の診断にはC末端assayの方

が有用であることが示された．

32・培養細胞における67Ga－citrate，5gFe－citrateおよび

　　1251・transferrinの動態の比較
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67Gaの腫瘍集積機序を鉄の場合と比較するために，

種々の培養細胞における67Ga，59Fe－citrateおよび1251－

transferrin（Tf）の動態を検討した．　HeLa　S3における

4°Cおよび37°CでのGaと1－Tfの摂取と排泄の検討

から，GaはFeの場合と同様にGa－TfとしてTf　re－

ceptorを介して細胞内へendocytosisされた後，　Tfか

ら離れて細胞内に留まり，Tfは早期に細胞外へ代謝さ

れているものと考えられた．しかし，細胞の種類によっ

て，1・Tf　uptakeとGa　uptakeは相関せず，　Gaの動態

にFeとは異なった因子が影響していることが示唆され

た．
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